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２０２６年「夏目漱石来熊１３０年」記念事業 
 

明治２９年（１８９６）、夏目漱石は第五高等学校の英語教師として熊本へ赴任しました。

令和８年（２０２６）は、漱石来熊１３０年になります。 

草枕交流館では、これまで漱石ゆかりの地を写真と俳句で紹介する俳句コンテスト「俳

句句フォト夏目漱石の旅」を開催してきました。今年度からは、来熊１３０年記念事業とし

て、英語俳句部門を設け、コンテスト内容をリニューアルして、「俳句フォト夏目漱石の旅」

を継続・開催して参ります。募集期間は１年を【秋・冬期】と【春・夏期】の２期に分けて募

集・表彰します。 
 

第１回【秋・冬期】 

「俳句フォト夏目漱石の旅」 
作品募集 

募集部門１：「日本語俳句フォト部門」  

テーマ：夏目漱石ゆかりの地や旅などをテーマとする自作の日本語俳句

と自作の写真の組み合せ作品。 

応募者：国籍・在住地を問わずどなたでも応募できます。 

対象地：日本国内外のすべての夏目漱石ゆかりの地を対象とします。 

 

 

募集部門２：「英語俳句フォト部門」  

テーマ：夏目漱石ゆかりの地や旅などをテーマとする自作の英語俳句

と自作  の写真の組み合せ作品。 

応募者：国籍・在住地を問わずどなたでも応募できます。 

対象地：日本国内外のすべての夏目漱石ゆかりの地を対象とします。 
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作品規定：各部門ともに 

・俳句を写真と組み合わせた A４サイズの作品 

（文字合成は不問。俳句と写真を別々に投稿でも可） 

・俳句、写真ともに未発表の作品 

（共作可。俳句作者と写真撮影者は別々でも可） 

・写真は、JPEG 形式(3MB 程度) 
 

※ゆかりの地とは：夏目漱石足跡の地（本要項に掲載の「夏目漱石ゆかり地（全国、東京、海外）」

を参照）を指しますが、漱石の作品や門人、縁者など、応募者の知見でつながれ

ば可とします。 
 

応募方法：各部門ともに 1 人 3 点まで。専用応募フォームから投稿 
 

投句料：各部門ともに無料 

 

応募期間：第１回【秋・冬期】：令和８年９月１日～令和９年２月２８日 

 

選 者：（敬称略） 

岩岡中正  日本伝統俳句協会名誉会長、熊本大学名誉教授 

西川盛雄  国際俳句協会員、熊本大学名誉教授 

村田由美  草枕交流館長 

 

表 彰：第１回【秋・冬期】：部門ごとに優秀作を表彰 

特選１点/賞状＋副賞（草枕の里特産品） 

入選１点/賞状＋副賞（草枕の里特産品） 

補助賞(俳句賞・写真賞・テーマ賞・奨励賞)/賞状＋記念品 

 

発 表：第１回【秋・冬期】：令和９年５月 

 

各部門の入選作品は、草枕交流館や関連施設で展示する他、草枕交流館ホームページに

掲載します。 

 

主催：玉名市草枕交流館/草枕ファン倶楽部 
〒861-5401 熊本県玉名市天水町小天７３５−１ 

Tel:０９６８−８２−４５１１  メール：kusamakura@kusamakura.jp 

ホームページ： https://www.kusamakura.jp 

協賛：（一社）玉名観光協会、玉名ブランド物産協会、天水・草枕の里観光協議会 
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日本国内 夏目漱石ゆかりの地  （俳句フォト夏目漱石の旅作品参考

地）	
■北海道 岩内町（戸籍を置いた地） 
■宮城県 仙台市大梅寺（「草枕」の碑有）、東北大学（漱石蔵書多数）、松島瑞巌寺	

■群馬県 伊香保温泉（療養で訪れる）	

■千葉県 市川国府台（「彼岸過迄」、「我輩は猫である」。	

房総の鋸山、保田、富浦、那古、小湊 など（「木屑録」「草枕」「門」「こころ」。	

■東京都 新宿区の生誕の地～終焉の地、東京大学を始め、各区に存在。  ※別ページ「東

京の漱石ゆかりの地」	

■神奈川県 鎌倉、円覚寺・帰源院。 江の島。	

湯河原温泉（「明暗」執筆の天野屋旅館、不動滝）。 箱根（福住楼）	

■静岡県 修善寺温泉（菊屋旅館で療養）。 興津（兄らと訪問）。 富士山（「三四郎」の車中

景も）	

■長野県 長野市（講演旅行にて善光寺など訪問）。 軽井沢（長野講演の際の出迎え）。	

湯田中渋温泉（渋温泉津幡屋、地獄谷温泉、上林温泉塵表閣）	

■滋賀県 比叡山延暦寺（菅虎雄と上り「虞美人草」に登場）	

■京都府 京都市に４度の訪問で多数の地あり ※漱石の京都を歩く	

【洛東】	清水寺、阿古屋茶屋、丸山公園、知恩院、三十三間堂、東山、三条	

【洛中】	ゑり善、柊屋、北大嘉、大友、一力亭、相国寺	

【洛北】	糺の森、平八茶屋	

【洛西】	嵯峨野、大悲閣、保津川 

■和歌山県 和歌山市（県会議事堂、和歌の浦）	

■大阪府 箕面市（「彼岸過迄」の朝日倶楽部）  堺、中之島 

■兵庫県 神戸市（神戸港、神戸駅）。  明石市 

■岡山県 岡山市（三蟠港、片岡家など。関西旅行で立ち寄り、後楽園や岡山城など見学） 

■広島県 広島市、廿日市市。（松山～熊本の途中宇品で高濱虚子と会い、宮島泊） 

■愛媛県 ★坊ちゃんの舞台（松山市内を中心に周辺に広く存在）	

【松山中心街】子規堂、愛松亭跡、愚陀仏庵跡、城戸屋、愛媛県尋常中学校跡、

松山東高等学校	

【道後温泉】椿湯、かど半、ふなや、つぼや菓子舗、子規記念博物館	

【三津浜】伊予鉄道、ターナー島	

【伊予市】	称名寺 

■福岡県 妻鏡子の叔父を訪ね箱崎八幡宮や大宰府天満宮の見物を始め、県内各地に広い。	

【北九州市】	 門司港（広島から汽船で着き、汽車で熊本へ）	

【福岡市】修猷館高校（英語授業の視察。同時に久留米明善高校、柳川伝習館およ

び佐賀西高校）	

【筑紫野市】二日市温泉（新婚旅行）	

【久留米市】菅虎雄宅など計５回訪れる。（高良山、梅林寺、発心公園、耳納山、山

川町追分）	

 句碑で辿る漱石の道  山川追分編	
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【うきは市】吉井町（耶馬渓の帰路宿泊）、	

【筑後市】	船小屋温泉 

■佐賀県 【佐賀市】（佐賀西高校へ英語授業視察、福岡県内と合せて４校） 

■長崎県 【長崎市】（英国留学の往き返りに寄港）。 【島原市・雲仙市】（天草・島原へ修学旅

行で引率） 

■大分県	 耶馬溪への旅行。小倉から宇佐を経る。帰路は、日田、久留米経由で熊本へ。	

【中津市】耶馬溪（羅漢寺を訪問。「彼岸過迄」に登場）。山国町（帰路に宿泊。大歳

神社）	

【宇佐市】宇佐神宮（７句が詠まれている）	

■熊本県	 五高教師４年の足跡と２つの作品の舞台	

【熊本市内】６カ所の家（３カ所が現存）。第三旧居（水前寺公園隣に移築＝小天旅

行時の家）、内坪井第五旧居、第六旧居	

上熊本駅（池田停車場）、熊本大学（五高記念館）、江津湖（ボートの練習場）、水

前寺公園  ほか多数	

【天草市】本渡  【苓北町】富岡  （天草・島原修学旅行の引率で本渡に宿泊）	

【山鹿市・菊池市】（修学旅行で訪問）	

★『二百十日』の舞台 ※阿蘇山の麓。	

【阿蘇市】阿蘇山、内牧温泉「養神亭」（現山王閣）、明行寺、阿蘇神社、坊中（句

碑、歌碑設置）	

【南阿蘇市】立野駅、戸下・栃木温泉、 ※立野ダム建設地で消滅（戸下）および移

転（栃木）。	

★『草枕』の舞台 ※熊本市から玉名市天水町まで。約 16km に「草枕」の道も残る。	

  ※「草枕」散策の各種資料（パンフレット）	

【熊本市西区】鎌研坂（冒頭部分のモデル）、峠の茶屋（鳥越と野出の２つの茶屋

跡）、石畳の道（２つの峠の中間）	

【玉名市天水町】	

前田家本邸跡（「白壁の家」＝「兄の家」のモデル）	

前田家墓地（漱石自筆の画「わが墓」のモデル）	

鏡が池（前田家第二別邸の池、「鏡が池」のモデル）	

日潮士の墓（「志保田の隠居」前田案山子の墓）	
前田家別邸（「草枕」の主舞台～漱石宿泊の部屋、浴場）。 「草枕」の旅（道）の終

点。 

 

東京都内	 夏目漱石ゆかりの地	 （俳句フォト夏目漱石の旅作品参考地） 

■新宿区 喜久井町（誕生の地、小倉屋、夏目坂、誓閑寺）、  早稲田南町（終焉の地＝漱

石山房記念館） 

神楽坂（善国寺、相馬屋、田原屋、東京理科大）、   新宿（「道草」にある＝太宗

寺、伊豆橋） 

市ヶ谷（市谷小学校） 

■豊島区 雑司が谷霊園（漱石の墓） 
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■葛飾区 柴又（「彼岸過迄」に登場＝帝釈天、川甚） 

■荒川区 日暮里（芋坂、羽二重団子、道灌山） 

■台東区 浅草（猿若町＝硝子戸の中に町のようす、日本堤分署＝現警視庁日本堤保護所、 

駒形どじょう） 

柳橋（亀清楼）、下谷（真源寺＝入谷鬼子母神）、  根岸（子規庵＝「我輩は

猫・・・」発表の場） 

谷中（藍染川＝「三四郎」と美禰子が歩く）、 

上野（上野公園、国立博物館、東京音楽学校奏楽堂、精養軒、空也餅、宝丹本

舗、池之端、松坂屋） 

■墨田区 向島（吾妻橋、札幌ビール＝現区役所～アサヒビールの付近、） 

両国（回向院＝大相撲発祥の地、国技館、江東義塾跡＝住み込み教師） 

■文京区 本郷（かねやす＝当時小物問屋、藤むらの羊羹＝閉店、岡野栄泉堂の栗饅頭、本

郷中央教会、真砂町＝美禰子が住所、淀見軒のライスカレー、菊坂、青木堂、喜多

床＝漱石も使った理髪店）、 

東京大学（心字池＝三四郎池、医学部＝野々宮の妹が入院、理学部＝野々宮が

物理の実験、図書館＝作品に描写、ベルツの銅像＝三四郎が問われる、工学部、弥

生門、一高＝農学部） 

根津（根津神社、裏門坂＝「道草」の冒頭）、  千駄木（団子坂）、動坂＝三四郎や

広田先生が通る 

本駒込（駒込曙町＝「三四郎」の画家原口が住む）、  大塚（護国寺＝「夢十夜」） 

向丘（追分町＝「三四郎」にたびたび登場）、  夏目漱石旧居（千駄木の家）跡＝明

治村に移築されている鴎外も住んだ家、 

郁文館＝「吾輩は猫・」の落雲館のモデル、  蓬莱館＝群鶴館のモデル、 光源寺 

西片町＝広田先生の借家および漱石２番目の借家の地、  白山（新福寺）、   

小石川（伝通院、極楽水）、 

小日向（本法寺、切支丹坂＝庚申坂、夏目家の墓）、  春日町（安藤坂・金剛寺

坂＝「それから」） 

江戸川＝神田川・「それから」） 

■中央区 日本橋（三越、白木屋、大丸、丸善、木原店＝寄席があった横町に碑）、 

銀座（朝日新聞社＝朝日ビル、天賞堂、竹葉亭、資生堂、勧工場＝現玩具屋） 

■千代田区 外神田（神田川本店、万世橋）、  淡路町（松栄亭、宝亭）、  小川町（小川町バ

ス停、佐藤病院） 

駿河台（明治大＝２年ほど教壇に立つ、ニコライ堂、井上眼科） 

日比谷（帝国ホテル、松本楼）、富士見町（富士見町教会）、 

お茶の水小学校＝錦華小時代に学ぶ、  府立一中＝中退・現日比谷高、  二松

学舎、 

東京大学予備門＝現東大教養部 

■港区 新橋駅（「坊ちゃん」に登場するように、実生活でも 50回ほども訪れている） 

■太田区 大森、 本門寺  （いずれも「坊ちゃん」に登場） 
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日本国外	 夏目漱石ゆかりの地	 （俳句フォト夏目漱石の旅作品参考地） 

■ロンドン

(英国)	  
・ブループラーク(下宿跡) 80 Gaskarth Road, Clapham には、漱石が住んでいたことを

示す歴史的建造物プレート(ブルー・プラー ク)が掲げられています。  

・大英博物館 (British Museum) 漱石が熱心に通い、読書に耽った 場所  

・ロンドン塔 (Tower of London) 短編小説『倫敦塔』の舞 台  

■ケンブリッ

ジ(英国) 
・ケンブリッジ( Cambridge)ロンドン到着 4日後にケンブリッジに向かい、ケンブリッジ大学

の一つであるペンブローグ・カレッジの学寮長アンドリュー氏に会い、大学を見学した。 

■スコットラ

ンド(英国)	  
・ピトロッホリー (Pitlochry) ロンドンでの留学生活中に訪れた小さな村  

■パリ(仏蘭
西） 

ロンドンに到着する前に漱石がパリに一週間立ち寄った。滞在したのは、1900年の 10

月 21 日～28日。横浜を出航し、一か月の船旅を経て、イタリアのナポリに到着、ジ

ェノバで船を降り、一泊した後、鉄路でパリを目指す。リヨン駅に着き 16区のギュスタ

ブ・クールベ通りの宿に一週間滞在し、万国博覧会を見物したり、パリ在住の日本

人を訪ねたりした。 

■香港（中

国） 

・ペニンシュラ香港(付近) 1900年のイギリスへ向かう航海中、漱石は香港に立ち寄っ

た。  

■満州（中

国） 

1909年（明治 42年）9月から 10月にかけて、満洲（現在の中国東北部）と朝鮮半島

を旅行した。この旅行の記録は『満韓ところどころ』として朝日新聞に連載された。 

・大連 (Dalian)  ・旅順 (Lushun)  ・奉天（現・瀋陽） (Shenyang)  ・鞍山 

(Anshan) 

 

 

 


